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要旨
　本研究は，CEFRの目的の一つである自律学習を促進するための学習リソースとし





































本研究では，CJLの総合日本語 4（中級後半：以下，総合 4），総合日本語 5（中上級：































本語科目 4‒6を履修し，かつ CDS調査に参加した学習者 18名（S1～ 18）である。イン
タビューは，学期開始時と終了時の各 CDS項目の結果を調査協力者に見せながら，半構
造化インタビュー形式で 30分程度行った。本調査は，調査協力者の同意のもと ICレコー




表 1　CJL 各レベルにおける CDS 平均値（n ＝ 79）













読む 5.02 5.46 5.60 6.11 5.99 6.27 
書く 4.95 5.69 5.29 6.10 5.89 6.58 
聞く 5.20 5.70 5.55 6.06 6.18 6.47 
話す 4.75 5.38 5.03 5.87 5.59 6.08 
平均 4.98 5.56 5.37 6.03 5.91 6.35 



























次に，学期開始時と終了時の 2回の CDS調査への回答が CEFRの目的の一つである自
律学習を促進する要因となり得るのか，インタビューを分析した結果について述べる。
（1）学習者自身の日本語能力を客観視できる
　　　S4   ：  CDSを受けると，自分が日本語で何ができるか，何をしたかを考えることが
できる。





自律学習につなげる学習リソースとしての Can-do statements の可能性
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（2）技能別の記述により弱点を把握できる





　　　S1   ：  （学期開始時と学期終了時の）2つの CDS調査結果を比較して，もっと自信
を持った。
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（6）学習支援のリソースとしての活用
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